
クロージングリマークス

COP30に向けて

持続可能なアグリフードシステム構築に注目が集まる中、 
COP30では、当社の取組み発信や重要ステークホルダーとの
対話を通じて、アミノサイエンス®を活用したソリューション
の認知拡大を目指す。

COP30を契機に、アミノサイエンス®による世界の気候変動
課題解決への貢献、事業成長とポジティブインパクト創出を
さらに加速させていく。

持続可能なアグリフードシステム構築に
貢献するアミノサイエンス®のソリューション

牛用アミノ酸リジン製剤
「AjiPro®-L」

アミノ酸発酵の副生物を活用した
バイオスティミュラント製品*

*アミノ酸等の発酵微生物由来成分や天然抽出物等のナチュラルな素材を配合して、植物が本来持
つ免疫力や植物の成長を促す農業資材。

その他

アグリフードシステム
によるGHG排出量は、
2割超を占める

世界のGHG排出量

農業、林業、
その他土地

利用

「IPCC Sixth Assessment Report（2022年）」より当社作成

GHGGHG総排出量
約590億t-CO2
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